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落
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不
刷
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お
取
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ま
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。

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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▽
名
前
の
由
来
は
？

―
夫
婦
の
宝
、
花
の
よ
う
に
美
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
意
味
を
込
め
て
琉
々
華
と
名

前
を
付
け
ま
し
た
。

▽
好
き
な
食
べ
物
、
好
き
な
遊
び
や
は
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
？

―
好
き
な
食
べ
物
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
大
好
き
で
す
。

好
き
な
遊
び
は
、
保
育
園
ご
っ
こ
を
し
た
り
、
マ
マ
に
な
り
き
っ
た
り
し
て
遊
ん

で
い
ま
す
。

▽
家
で
の
様
子
や
性
格
は
？

―
性
格
は
負
け
ず
嫌
い
で
気
が
強
く
、
頑
固
な
一
面
も
あ
り
ま
す
が
、
と
て
も
優
し

く
思
い
や
り
の
あ
る
子
で
す
。

そ
し
て
、
ま
だ
ま
だ
甘
え
ん
坊
な
女
の
子
で
す
。

▽
お
子
さ
ん
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
、
と
き
は
？

―
複
雑
で
は
あ
り
ま
す
が
、
Y
o
u
T
u
b
e
で
自
分
の
好
き
な
も
の
を
選
ん
で
観
て
い

る
と
き
。

▽
ご
両
親
か
ら
お
子
さ
ん
へ
一
言

―
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
・
・
・
。
（
笑
）

尾花沢市二藤袋

古舘
ふるだて

琉々華
る る か

ちゃん(３歳)

５５
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■(今月の表紙)かがやく農業人

／すいかの定植作業２

■令和７年スタート

各生産組織で総会３

■令和７年度ＪＡみちのく村山農事実行組合長のみなさんを

紹介します ４

■ニュース展望台 ６

■和牛入門 ８

■みちのくぼいす

／クロスワードパズル 10

■お知らせ掲示板 12

■家族で楽しむおいしい一皿

／おらえのめんごっこ 16
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▼
就
農
し
た
き
っ
か
け
は
？

就
農
し
て
３
年
目
の
文
彦
さ
ん
。
22
年

間
県
外
で
会
社
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
し

た
が
、
父
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

母
と
弟
か
ら
「
一
緒
に
農
業
を
や
ら
な
い

か
」
の
話
が
あ
り
、
就
農
を
決
意
し
ま
し

た
。
学
生
時
代
、
手
伝
い
程
度
し
か
農
業

に
携
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
何
も
か

も
が
初
め
て
の
経
験
。
母
や
弟
に
聞
き
な

が
ら
の
作
業
が
続
き
ま
し
た
。

▼
一
年
の
作
業
の
流
れ
は
？

４
月
は
水
稲
の
播
種
作
業
や
す
い
か
の

定
植
。
５
月
は
田
植
え
。
７
月
中
旬
か
ら

す
い
か
の
出
荷
が
始
ま
り
、
８
月
中
旬
ま

で
西
部
選
果
施
設
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

９
月
下
旬
か
ら
稲
刈
り
が
始
ま
り
ま
す
。

冬
期
間
は
工
場
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い

ま
す
。

▼
農
業
の
魅
力
、
苦
労
し
た
こ
と
は
？

夏
の
高
温
、
大
雨
な
ど
近
年
の
異
常
気

象
で
栽
培
管
理
に
は
苦
労
し
て
い
ま
す
。

農
業
に
従
事
し
て
間
も
な
く
、
ま
だ
ま
だ

栽
培
技
術
は
未
熟
で
す
が
、
食
べ
た
人
か

ら
「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
と

う
れ
し
く
、
今
後
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

▼
休
日
は
？

登
山
が
好
き
で
、
鳥
海
山
や
蔵
王
、
葉

山
な
ど
県
内
の
山
は
も
と
よ
り
、
磐
梯
山

や
岩
手
山
な
ど
県
外
の
登
山
に
も
挑
戦
し

て
い
ま
す
。
山
に
登
る
と
清
々
し
い
気
持

ち
に
な
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

▼
課
題
と
今
後
の
目
標
は
？

先
輩
農
家
の
み
な
さ
ん
に
は
栽
培
技
術

の
指
導
な
ど
感
謝
し
て
い
ま
す
。
家
族
の

健
康
が
第
一
で
、
面
積
は
維
持
し
た
ま
ま
、

作
業
の
効
率
化
に
も
取
り
組
み
、
さ
ら
に

高
品
質
な
物
を
作
る
た
め
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

髙橋さん宅は、水稲３㌶、すいか1.5㌶を栽培し

ています。母、弟と一緒にすいかの定植作業で忙し

い中お話しを伺いました。

大石田町横山

髙橋
たかはし

文彦
ふみひこ

さん(49歳)

４月中旬からすいかの定植作業が始まり、４月下旬には

最盛期をむかえました。

村山市土生田の秋葉一雄さん(76)では、昨年秋、畑に畝

をつくりその上に張ったビニールに穴を開けながら、20㌢

ほどに伸びたすいかの苗を一本一本丁寧に植えました。

今年は、農林大学校を３月に卒業した孫の秋葉悠良さん

(20)も一緒に作業を行っています。悠良さんは在学時、大

玉すいかの単位面積当たりの収量増加などに取り組んだ成

果を発表し、プロジェクト発表の部で東日本で最優秀賞、

全国でも特別賞を受賞しました。

就農１年目で、先輩農家でもある祖父から教わりながら

の毎日ですが「夏すいか日本一の『尾花沢すいか』のブラ

ンドをけん引するリーダーになるため頑張りたい」と意気

込みを見せていました。一雄さんは「一緒にすいか栽培が

できうれしい。努力して地域の農業を支えていってほし

い」と話しました。

すいかの定植は、５月下旬まで続きます。

す い か の 定 植 作 業

▶
す
い
か
の
苗
を
植
え
る
一
雄
さ
ん

と
悠
良
さ
ん
(
手
前
）



石
川

良
子
（
名
木
沢
１
）

石
川

啓
次
（
名
木
沢
２
）

大
類

栄
次
（
名
木
沢
３
）

齋
藤

吉
徳
（
名
木
沢
４
）

有
沢

正
幸
（
西
野
々
）

〇新
阿
部

淳
（
毒
沢
）

押
切

敏
一
（
上
の
宿
）

大
類

義
輝
（
正
厳
１－

１
）

○
小
関

武
（
正
厳
１－

２
）

高
橋

信
昭
（
正
厳
２
）

高
橋

央
（
正
厳
３
）

加
藤

宗
夫
（
丹
生
１
）

本
間
長
三
郎
（
丹
生
２
）

石
塚

壽
一
（
丹
生
３
）

菅
野

久
（
安
久
戸
）

井
上

節
夫
（
玉
野
原
）

片
倉

茂
司
（
中
島
）

原
田

嘉
孝
（
押
切
）

〇新
山
口

和
徳
（
高
橋
）

〇新
大
貫

亮
一
（
中
刈
）

今
野

智
徳
（
矢
越
）

柴
崎

盛
雄
（
関
谷
）

押
切

英
明
（
市
野
々
）

〇新
柴
崎

正
弘
（
岩
谷
沢
）

◎
三
浦

義
一
（
行
沢
）

〇新
鎌
田

久
雄
（
下
原
田
）

〇新
菅
野

信
一
（
北
郷
）

笹
原

和
彦
（
坂
本
）

鈴
木

敏
正
（
上
町
１
）

柴
田

雄
（
上
町
２
）

斉
藤

稔
（
上
町
３
）

安
井

一
義
（
上
町
４
）

◎
阿
部

彰
雄
（
上
町
５
）

鈴
木

明
（
梺
町
１
）

〇新
奥
山

知
生
（
梺
町
３
）

加
藤

一
志
（
横
町
１
）

沼
沢

滋
（
横
町
２
）

○
佐
藤

一
男
（
北
町
）

高
橋

健
（
荒
楯
）

〇新
大
類

和
義
（
新
町
５
）

菅
野

久
（
朧
気
）

〇新
大
山

健
一
（
二
藤
袋
１
）

尾
花
沢
地
区

安
彦

俊
幸
（
巾
木
田
）

飛
田

光
宏
（
上
仲
宿
）

安
彦

藤
弘
（
下
仲
宿
）

阿
部

錦
一
（
新
田
）

大
場

新
悦
（
上
深
沢
大
林
）

大
場

昌
彦
（
下
深
沢
）

石
川

幸
一
（
道
田
）

髙
橋

利
範
（
楯
）

〇新
井
上

正
彦
（
外
宿
）

〇新
工
藤

春
男
（
平
林
）

矢
作

好
美
（
上
中
原
）

〇新
西
塚

新
悦
（
下
中
原
）

工
藤

良
夫
（
里
）

工
藤

靖
（
森
）

矢
作

和
男
（
小
滝
）

後
藤

昭
広
（
境
ノ
目
）

◎
齋
藤

次
雄
（
中
山
大
谷
地
）

〇新
伊
藤

祐
太
（
新
西
）

井
上

和
彦
（
下
小
屋
）

〇
井
上
信
之
輔
（
大
石
）

井
上

浩
一
（
大
鳥
居
）

齋
藤

邦
弘
（
本
郷
）

井
上

憲
幸
（
水
口
）

齋
藤

英
一
（
松
倉
）

齋
藤

定
男
（
須
摩
）

卯
野

久
悦
（
樽
石
北
）

笹
原

和
彦
（
日
影
）

◎
太
田

一
男
（
稲
下
北
部
）

吉
田

茂
（
東
町
）

榎
本

義
篤
（
新
町
川
端
）

◎
小
座
間
智
夫
（
四
日
町
）

〇
大
類
清
一
郎
（
大
石
田
上
ノ
原

）

齊
藤

誠
（
井
出
）

近
江

光
明
（
曙
町
）

熊
谷

強
（
上
宿
）

〇新
伊
藤

悟
（
下
宿
・
黒
滝
）

奥
山

政
雄
（
上
ノ
原
）

髙
橋

正
子
（
坂
ノ
上
）

髙
橋

利
晴
（
来
迎
寺
）

〇
奥
山

彦
也
（
里
）

笹
原

浩
生
（
田
沢
上
）

伊
藤

正
彦
（
田
沢
下
）

◎
髙
橋

謙
悦
（
小
菅
）

黒
沼

義
典
（
新
山
寺
）

◎
草
刈

一
将
（
豊
田
）

〇
遠
藤

保
（
川
前
）

青
木

忠
弘
（
大
浦
）

鑓
水

武
（
白
鷺
）

森

保
彦
（
次
年
子
）

早
坂

英
樹
（
岩
ヶ
袋
）

斎
藤

昭
作
（
上
ノ
台
）

工
藤

英
昭
（
海
谷
）

◎
三
浦

清
孝
（
鷹
巣
１
）

三
浦

一
人
（
鷹
巣
２
）

斎
藤

良
一
（
鷹
巣
３
）

○
海
藤

雅
彦
（
駒
籠
）

尾
崎

敏
春
（
鶴
巻
田
）

〇新
折
原

敏
郎
（
鶴
巻
田
）

近
藤

範
雄
（
母
袋
）

◎
〇新
菅
藤

勝
（
粟
生
）

〇
〇新
長
里
裕
美
夫
（
下
柳
）

柳
橋

仁
（
寺
町
）

〇新
高
橋

俊
一
（
上
原
田
）

木
戸

健
悦
（
銀
山
）

◎
豊
島
記
代
司
（
三
日
町
）

鈴
木
敬
次
郎
（
九
日
町
１
）

菅
藤

守
（
九
日
町
２
）

田
村
庄
一
郎
（
袖
原
）

古
瀬

政
義
（
荒
町
）

五
十
嵐
英
昭
（
古
殿
１
）

五
十
嵐
昭
一
（
古
殿
２
）

大
戸

一
雄
（
畑
沢
１
）

古
瀬

秀
則
（
畑
沢
２
）

水
上

隆
吉
（
細
野
１
）

五
十
嵐
清
悦
（
細
野
２
）

〇新
草
刈

信
夫
（
六
沢
１
）

〇新
草
刈

竹
志
（
六
沢
２
）

秋
保

雅
史
（
鶴
子
１
）

伊
藤

勝
夫
（
滝
ノ
上
）

〇新
武
田

俊
雄
（
中
里
）

○
西
塚
カ
ネ
子
（
鶴
子
３
）

小
松

俊
和
（
市
野
々
）

永
沢

義
信
（
紅
内
）

菅
原

直
志
（
今
宿
）

〇新
堀
井

勝
子
（
二
藤
袋
２
）

大
山

弘
（
二
藤
袋
３
）

柴
田

章
（
二
藤
袋
開
拓
１

）

〇新
遠
藤

忠
男
（
二
藤
袋
開
拓
２

）

大
類

俊
一
（
田
沢
）

星
川

智
一
（
牛
房
野
１
、
２

）

星
川

正
秀
（
牛
房
野
３
、
４

）

高
橋

良
一
（
横
内
）

石
塚

良
一
（
五
十
沢
）

菅
野

信
悦
（
和
合
）

榎
本

信
次
（
荻
袋
１
）

戸
津

英
樹
（
荻
袋
２
）

佐
々
木
喜
代
志
（
荻
袋
３
）

榎
本

淳
志
（
荻
袋
４
）

〇
伊
勢
村
孝
之
（
荻
袋
開
拓
）

◎
渡
辺

精
一
（
寺
内
１
）

押
切

浩
明
（
寺
内
２
）

大
場
喜
久
雄
（
寺
内
３
）

星
川

邦
男
（
西
原
１
）

廣
瀬

正
吉
（
西
原
２
）

東
海
林
富
弥
（
南
沢
１
）

東
海
林
志
一
（
南
沢
２
）

〇新
小
松

新
一
（
野
黒
沢
１
）

三
浦

政
博
（
野
黒
沢
２
）

大
類
喜
美
男
（
芦
沢
１
）

東
海
林

正
（
芦
沢
２
）

矢
作

晴
義
（
小
山
開
拓
）

工
藤

誠
（
芦
沢
駅
前
）

神
保

玲
（
大
海
平
）

井
澤

一
裕
（
稲
下
中
部
）

佐
藤

利
吉
（
稲
下
南
部
）

井
澤

勝
家
（
稲
下
東
部
）

奥
山

光
浩
（
反
田
）

髙
橋

稔
（
沖
）

髙
橋

誠
一
（
驚
滝
）

奥
山

昇
一
（
船
橋
）

卯
野

清
策
（
共
栄
）

伊
藤

泰
弘
（
土
海
在
家
）

青
柳

剛
（
北
畑
）

金
子
富
士
美
（
弓
田
）

○
中
里

邦
男
（
新
町
）

大
沼

義
治
（
新
田
）

齋
藤

敏
幸
（
宮
下
第
１
）

中
里

剛
（
宮
下
第
２
）

太
田
喜
一
郎
（
高
玉
）

◎
鈴
木

政
和
（
赤
石
）

青
戸

保
雄
（
五
十
沢
）

〇新
矢
ノ
目
友
和
（
楯
下
釜
）

〇新
保
科

孝
宏
（
西
口
）

◎
井
上

朝
元
（
上
宿
）

芦
野

富
慶
（
新
宿
）

〇新
松
田
賀
津
則
（
下
宿
）

井
澤

清
己
（
平
野
）

細
矢

清
隆
（
北
口
）

片
桐

清
治
（
水
南
）

井
澤

一
雄
（
東
）

〇新
森
田

髙
弘
（
門
前
）

奥
山

隆
幸
（
河
原
前
）

髙
谷

太
（
下
原
）

〇新
奥
山

将
石
（
上
原
）

○
海
老
名
正
度
（
楯
）

後
藤

修
（
宝
）

後
藤

惣
一
（
天
神
）

本
間

広
敏
（
上
久
保
）

布
宮

誠
一
（
下
久
保
）

後
藤

真
也
（
下
小
路
）

後
藤

善
敏
（
矢
木
沢
）

後
藤
千
賀
志
（
山
際
）

髙
橋

光
義
（
中
ノ
目
）

石
川

賢
也
（
下
荒
敷
）

土
海

剛
（
上
荒
敷
）

堅
木

広
（
北
山
）

菊
地

弘
明
（
上
ノ
宿
）

奥
山

賢
一
（
上
新
町
）

○
西
村

好
彦
（
下
新
町
）

赤
松

弘
昭
（
二
日
町
）

伊
藤

眞
一
（
鶴
ヶ
町
）

笹
原

忠
市
（
北
町
）

小
関

勝
（
湯
沢
）

◎
佐
藤

晴
夫
（
湯
沢
第
１
）

柴
崎

実
（
湯
沢
第
２
）

下
山

勝
宏
（
北
楯
）

寺
西

昇
（
南
楯
）

小
関

好
夫
（
北
馬
場
）

冨
塚

和
良
（
南
馬
場
）

髙
嶋

清
（
大
沢
川
）

石
川

征
男
（
上
笛
田
）

菅
井

利
幸
（
中
笛
田
）

森
谷

強
（
下
笛
田
）

元
木

正
悦
（
南
荒
町
）

土
屋

俊
英
（
中
荒
町
）

矢
矧
喜
平
治
（
北
荒
町
）

奥
山

正
志
（
大
上
）

緒
方

彗
生
（
林
崎
）

鈴
木

政
夫
（
金
谷
）

◎
鈴
木

正
（
行
川
）

鈴
木

勝
（
中
沢
）

○
〇新
齋
藤

正
美
（
新
山
）

齊
藤

悟
（
碁
点
）

工
藤

一
男
（
浦
）

４５

令和７年度の農事実行組合長の皆さんが決まりました。敬称
は省略させていただきます。
◎は代表者、○は副代表者、○新は新任、( )内は農事実行
組合名です。▲委嘱状交付式(尾花沢)

農事実行組合長の農事実行組合長の農事実行組合長の
みなさんを紹介しますみなさんを紹介しますみなさんを紹介します

令和７年度 ＪＡみちのく村山

髙
橋

剛
（
中
条
）

〇新
結
城

得
夫
（
宿
）

須
藤

芳
幸
（
上
宿
）

田
中

由
雄
（
乙
宿
）

齊
藤
又
次
郎
（
中
組
）

井
上

敏
春
（
下
組
）

板
垣

正
洋
（
浮
沼
第
１
）

川
田

孝
（
浮
沼
第
２
）

○
板
垣

英
樹
（
道
六
）

原
田

公
一
（
名
取
第
１
）

板
垣

義
和
（
名
取
第
２
）

髙
木

栄
悦
（
中
原
）

原
田

清
明
（
清
水
）

◎
太
田

幸
信
（
大
淀
）

小
野

松
悦
（
長
島
）

鈴
木

洋
一
（
本
飯
田
第
１
）

樽
石

和
広
（
本
飯
田
第
２
）

齊
藤

実
（
本
飯
田
第
３
東

）

後
藤

政
彦
（
本
飯
田
第
３
西

）

石
川

定
男
（
本
飯
田
第
４
）

〇新
永
岡

定
雄
（
本
飯
田
第
５
）

遠
藤

正
人
（
本
飯
田
第
６
）

八
鍬

淳
（
土
生
田
第
１
）

○
阿
部

登
（
土
生
田
第
２
）

小
室

弘
之
（
土
生
田
第
３
）

八
鍬

茂
敏
（
土
生
田
第
４
）

八
鍬

貞
次
（
土
生
田
第
５
）

森

國
次
（
土
生
田
第
６
）

青
木

繁
雄
（
土
生
田
第
７
）

楯
岡
地
区

大
倉
地
区

西
郷
地
区

袖
崎
地
区

葉
山
地
区

大
高
根
地
区

戸
沢
地
区

福
原
地
区

宮
沢
地
区

玉
野
地
区

常
盤
地
区

大
石
田
地
区

横
山
地
区

豊
田
地
区

海
谷
地
区



６７

目標必達に向け決意表明目標必達に向け決意表明目標必達に向け決意表明

～信用共済事業推進大会～～信用共済事業推進大会～～信用共済事業推進大会～

当
Ｊ
Ａ
は
４
月
11
日
、
令
和
７

年
度
信
用
共
済
事
業
推
進
大
会
を

Ｊ
Ａ
本
店
で
開
き
ま
し
た
。
令
和

７
年
度
の
年
度
末
貯
金
残
高
目
標

は
797
億
円
、
貸
出
金
残
高
目
標
は

150
億
円
、
投
資
信
託
販
売
高
目
標

が
６
０
０
０
万
円
。
共
済
の
推
進

総
合
目
標
は
874
万
ポ
イ
ン
ト
。
地

域
の
人
口
減
少
に
伴
う
組
合
員
、

利
用
者
の
減
少
や
社
会
情
勢
が
変

化
す
る
中
、
組
合
員
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
連
携
と
情
報
の

共
有
を
図
り
目
標
達
成
を
目
指
し

ま
す
。

本
店
・
各
支
店
の
信
用
共
済
担

当
職
員
約
30
人
が
出
席
。
信
用
共

済
の
各
事
業
方
針
と
目
標
の
説
明

▲決意表明する丹主査▲決意表明する丹主査

に
続
き
、
金
融
課
職
員
を
代
表
し

て
尾
花
沢
支
店
マ
ネ
ー
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
(Ｍ
Ａ
)
の
丹
康
雅
主
査
は

「
常
に
お
客
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、

地
域
の
金
融
機
関
と
し
て
選
ば
れ

る
Ｊ
Ａ
を
目
指
す
」
と
、
大
石
田

支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
Ｌ

Ａ
）
で
、
大
石
田
地
区
管
理
者
の

押
切
智
志
主
査
が
「
全
契
約
者
に

３
Ｑ
活
動
を
と
お
し
て
安
心
と
満

足
を
届
け
、
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
の
拡
大

に
努
め
、
目
標
の
早
期
必
達
を
目

指
す
」
と
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

楯
岡
支
店
の
工
藤
知
春
次
長
と

葉
山
支
店
Ｌ
Ａ
で
村
山
地
区
管
理

者
の
軽
部
和
敦
主
査
の
か
け
声
で

「
頑
張
ろ
う
」
を
三
唱
し
ま
し
た
。

尾花沢市宮沢地区の活性化を目的に活動している

「宮沢翁塾」（菅藤広一会長、会員25人）の創立35周

年記念式典が４月５日、ＪＡ尾花沢営農センターで

開かれました。

約100人が出席。菅藤会長が「35年を迎え、今後も

地域の未来のため何ができるか考え、新たな視点で

地域づくりに取り組み次世代につなげていきたい」

とあいさつしました。式典に先立ち、地方創生推進

アドバイザーの若林吾朗氏が「これからの地域と集

落について」と題して記念講演をしました。

宮沢翁塾は、平成２年に発足。フラワーロードの

整備や干支のイルミネーション制作などに取り組ん

でいます。昭和35年に地元尾花沢市で誕生した幻の

米と言われる「さわのはな」で作った日本酒も展開

していて、「幻酒翁山」の名前で、当ＪＡの産直館「は

いっと」や道の駅「ねまる」でも扱っています。

▲宮沢翁塾の創立35周年記念式典であいさつする菅藤会長

宮沢翁塾35周年祝う宮沢翁塾35周年祝う宮沢翁塾35周年祝う

管内の水稲育苗施設では、３月中旬から塩水選作

業を行い、４月中旬から催芽種子の引き渡しや播種

作業が進められました。５月中旬から始まる苗の引

き渡しに向けて、各施設では連日管理作業が続いて

います。

村山市中央育苗組合(奥山金弥組合長）では安全

▲無事故で健苗育成を祈願(村山市中央育苗組合)

今年も健苗育成を今年も健苗育成を今年も健苗育成を

～管内水稲育苗がスタート～～管内水稲育苗がスタート～～管内水稲育苗がスタート～

ＪＡみちのく村山女性部は４月10日、今年度最初

の委員ならびに事務局の合同会議をＪＡ本店で開催。

各支部長とＪＡ職員あわせて20人が出席し、事業計

画について話し合いました。

犬飼紀子部長が｢30周年の記念式典は、盛大に開

催することができ、みなさんの協力に感謝する。Ｊ

Ａ女性組織３カ年計画の初年度で、積極的に実りあ

る活動をしていこう｣とあいさつしました。

協議では、ＪＡ女性組織３カ年計画のスローガン

「『あい♡』からはじまる『元気な地域』をみんなの

力で」を基本に、仲間と一緒に「元気な地域」づく

りに取り組んでいくことを確認しました。

令和７年度は女性部全体の活動として、全体研修、

スポーツ親睦会、脳ドック健診などを実施する計画

で、「フードドライブ活動」にも協力していきます。

▲女性部委員、事務局合同会議であいさつする犬飼部長

令和７年度の事業活動を協議令和７年度の事業活動を協議令和７年度の事業活動を協議

～女性部委員、事務局合同会議～～女性部委員、事務局合同会議～～女性部委員、事務局合同会議～

村山営農センター村山さくらんぼ加温ハウス研究

会は４月11日、ＪＡ果実選果施設でハウスさくらん

ぼの目ぞろえ会を開きました。

今年は天候不順で着色、玉伸びが進まず栽培管理

には苦労しましたが、おおむね平年並みに推移。市

場の評価も良好です。

主力の「佐藤錦」は４月２日から出荷が始まり、

関東、関西、広島方面の市場を中心に出荷されてい

ます。最盛期は４月下旬～５月上旬で、出荷は５月

末まで続きます。

目ぞろえ会には、生産者やＪＡ職員ら20人が参加。

ＪＡの担当者が、うるみ果発生などへの注意を促し、

サンプルを用いて出荷容器と規格ごとの詰め方など

を説明しました。

研究会の太田一男会長が「これから本格的出荷を

迎えるが良品質出荷をお願いする」と呼びかけまし

た。

▲ＪＡの担当者から出荷規格などの説明を聞く生産者

ハウスさくらんぼの出荷規格確認ハウスさくらんぼの出荷規格確認ハウスさくらんぼの出荷規格確認

～加温ハウス研究会が目ぞろえ会～～加温ハウス研究会が目ぞろえ会～～加温ハウス研究会が目ぞろえ会～

夏
す
い
か
日
本
一
の
「
尾
花
沢

す
い
か
」
の
ブ
ラ
ン
ド
を
堅
持
し

て
行
こ
う
と
、「
尾
花
沢
す
い
か

農
学
校
」
が
４
月
16
日
に
開
校
し

ま
し
た
。
尾
花
沢
市
役
所
で
行
わ

れ
た
入
校
式
に
は
同
校
の
役
員
ら

35
人
が
出
席
。
２
年
目
と
な
る
今

年
度
は
、
県
内
外
か
ら
12
組
14
人

が
入
校
。
一
人
一
人
に
学
生
証
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
す
い
か
生

｢
尾
花
沢
す
い
か
｣
ブ
ラ
ン
ド
を
堅
持

｢
尾
花
沢
す
い
か
｣
ブ
ラ
ン
ド
を
堅
持

｢
尾
花
沢
す
い
か
｣
ブ
ラ
ン
ド
を
堅
持

〜
２
年
目
す
い
か
農
学
校
開
校
〜

〜
２
年
目
す
い
か
農
学
校
開
校
〜

〜
２
年
目
す
い
か
農
学
校
開
校
〜

産
部
会
部
会
長
を
務
め
る
大
山
功

学
長
が
「
栽
培
技
術
か
ら
経
営
指

導
ま
で
、
全
面
的
に
支
援
し
て
行

く
。
一
緒
に
す
い
か
づ
く
り
を
頑

張
っ
て
い
こ
う
」
と
激
励
し
ま
し

た
。
入
校
生
を
代
表
し
て
、
東
根

市
出
身
で
研
修
１
年
目
の
青
柳
達

郎
さ
ん
(32
)
が
「
先
人
た
ち
が

培
っ
て
き
た
栽
培
技
術
や
経
営
力

を
学
び
、『
尾
花
沢
す
い
か
』
の
ブ

ラ
ン
ド
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と

▲２年目となる｢尾花沢すいか農学校｣の入校生たち。前列中央が大山学長

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

神
奈
川
県
出
身
の
権
田

明
也
さ
ん
(53
)は
「
以
前

か
ら
農
業
に
は
興
味
が
あ

り
、
昨
年
夏
に
大
山
学
長

を
訪
れ
話
を
聞
い
て
決
意

し
た
。
１
年
を
通
し
て
栽

培
技
術
を
学
び
身
に
付
け

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

鶴
岡
市
出
身
の
成
澤
裕
太

さ
ん
（
35
）、
郁
恵
さ
ん

（
35
)夫
妻
は
「
研
修
２
年

目
で
栽
培
技
術
も
ち
ろ
ん
、

農
業
経
営
も
身
に
付
け
、

来
年
独
立
し
す
い
か
で
生

計
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
」
と
意
欲
を

見
せ
ま
し
た
。

祈願祭が４月

７日、村山市

中央育苗セン

ターで行われ、

今年の健苗育

成と作業の安

全を祈願しま

した。
▲播種作業(大石田育苗センター)



行
き
届
い
た
環
境
の
下
で
肥
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

頭
一
頭
丁
寧
に
育
て
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
他
に
は
な

い
優
れ
た
品
質
を
作
り
出
せ
る
の
で
す
。

和
牛
は
国
産
牛
と
一
見
同
じ
だ
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
明
確
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
国
産
牛
と

は
日
本
国
内
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
牛
の
こ
と
で
原

産
地
を
表
し
、
外
国
生
ま
れ
で
も
日
本
で
の
飼
育

期
間
が
長
け
れ
ば
、
国
産
牛
と
表
示
し
て
よ
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
和
牛
と
は
、

「
黒
毛
和
種
」
「
褐
毛
（
あ
か
げ
）
和
種
」
「
日
本

短
角
種
」
「
無
角
和
種
」
と
、
こ
れ
ら
4
品
種
間

の
交
雑
種
の
こ
と
で
、
品
種
を
表
し
ま
す
。
図
の

よ
う
に
和
牛
も
国
産
牛
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

品
質
は
圧
倒
的
に
優
れ
て
い
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ

国
産
牛
と
表
示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

和
牛
の
お
い
し
さ
の
秘
密
は
、
「
霜
降
り
※
1

」

と
呼
ば
れ
る
肉
質
が
醸
し
出
す
、
と
ろ
け
る
よ
う

な
食
感
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
和
牛
に
は
「
和
牛

香
」
と
呼
ば
れ
る
甘
く
て
こ
く
の
あ
る
特
有
の
香

り
が
あ
り
、
こ
れ
が
肉
本
来
の
お
い
し
さ
を
さ
ら

に
引
き
立
て
て
い
ま
す
。

※
1  

霜
が
地
面
に
降
り
た
よ
う
に
、
肉
の
筋
線
維
に
網
の
目
状

の
脂
肪
（
サ
シ
）
が
入
っ
た
状
態
の
こ
と

和
牛
は
、
考
え
抜
か
れ
た
稲
・
わ
ら
・
麦
・
ふ
す

ま
な
ど
の
餌
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
牛
に
ス
ト
レ
ス
を
与

え
な
い
よ
う
に
常
に
清
潔
に
保
た
れ
た
牛
舎
な
ど
、

日
本
が
生
ん
だ
食
の
芸
術
品

和
牛

入
門

柔らかい肉質と繊細で芳醇（ほうじゅん）な

味わいが魅力の「和牛」。

そのおいしさの秘密、肥育方法、

各部位の特徴などをご紹介します。

牛肉は４つに分類できます

和牛とは以下の品種を表します

❶黒毛和種
全国で飼育されていて、和牛の約９５％を占める

❷褐毛（あかげ）和種
「あか牛」とも呼ばれる。主に熊本県で飼育されている

赤身が多いのが特徴。主に岩手県や北海道で飼育

されている

❸日本短角種

その名の通り角のない牛。山口県でのみ飼育されている
❹無角和種

❺上記４種間の交雑種

乳用牛

外国種（肉専用種）

乳牛に和牛を交雑したもの
F1（交配種・交雑種）

和牛

国産牛

和
牛
は
ど
う
し
て

お
い
し
い
の
？

和
牛
と
国
産
牛
は

ど
う
違
う
？

和
牛
を
育
て
る

環
境
と
は
？

牛全般

外国産の

牛などを含む

原産地を表す

和牛
品種を表す

イラスト：服部新一郎

和
牛
の

部
位
を

知
る

小
売
り
表
示
で
は

11
の
部
位
が
あ
り
ま
す

ネック

かたばら・ともばら

リブロース

ランプ

かたロース

うちもも・しんたま

サーロイン

すね（まえずね、ともずね）

かた（うで）

そともも

ヒレ

よく運動をする首回りの部分で、き

めが粗くて肉質は硬く、エキス分や

ゼラチン質が豊富。

おなか（あばら）回りの部位。肩に

近いほど赤身が多く、おなか付近の

「ともばら」は霜降りになりやすい。

通常「ロース」と呼ばれる、見事な

霜降り状の断面になる最高部位の一

つ

「サーロイン」の隣に位置し、ロイン

系※2 に次ぐ準高級の部位。「らんい

ち」「らむ」とも呼ばれる。

ロース部位の「かた」に当たる部分。

きめが細かく柔らかい、優れた肉質

を持つ最高部位の一つ。

脂肪が少ない赤身中心の部位。特に

「しんたま」は柔らかい肉質が特徴と

なっている。

きめが細かく柔らかい最高の肉質を

持つ。「サーロインステーキ」として

も有名な、ステーキに適した部位。

ふくらはぎ付近の部位。前脚は「ま

えずね」、後ろ脚は「ともずね」と呼

ぶ。肉質は硬めで�（けん）が多い。

よく運動をする筋肉の集まりで、き

めが粗くて肉質は硬く、ネックと同

様にエキス分やゼラチン質が豊富。

もも系の中では最も運動量が多い筋

肉なので、きめが粗く肉質は硬いの

が特徴。

全体の約 3%しか取れない希少部位。

ほとんど運動をしない筋肉のため、

非常に柔らかいのが特徴。

和牛

細切れと切り落としの違いは？
「A5」など牛肉の格付け（ランク）を

表す記号の意味は？

牛肉の格付け（ランク）は、歩留まり等級A・B・Cと肉質等級 5・4・3・

2・1の組み合わせで表現され、15段階あります。A5が 15 段階中の

最上級ランクです。ちなみに歩留まりは牛 1頭からどれくらいの肉が取

れるかを意味し、肉質は「脂肪交雑（霜降り状態）」「肉の色沢」「肉の

締まりときめ」「脂肪の色沢と質」の 4つで評価されます。

「細切れ」は不特定部位、「切り落とし」

は特定の部位の切れ端を集めた肉です。

細切れは、焼きそばや野菜炒めなど、切

り落としはすき焼きやしゃぶしゃぶなどに

使用されています。

1 2 3

10 11

7 8 9

4 5 6

牛の背中から腹にかけて最後部位で

「4.リブロース」「5.サーロイン」「6.ヒ

レ」から構成される

※ 2

参照：「お肉のQ&A」改訂版（全国食肉事業協同組合連合会）https://www.ajmic.or.jp/shouhisha/qa/　「和牛肉の製品ガイドブック」（農林水産省）https://www.maff.go.jp/j/chikusan/shokuniku/wagyu_guido_top.html

８９
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９
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７

８

１

２

３

4

５

Ｄ

Ａ

Ｃ

(孫
と
一
緒
に
、
苗
を
植
え
な
が
ら
、)

背
比
べ

孫
に
負
け
る
な

野
菜
た
ち

(
村
山
市
／
馬
耳
新
風

さ
ん
)

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

クロスワードを解いて、Ａ～Ｄの二重ワクの

文字を順に並べてできた言葉が答えです。

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広

報

係
行

1011

❶６～７月はしとしとと降る
日が多い

❷あの部長は――掌握術に優
れている

❸化学式ではＨ＋やＯＨ－など
と表します

❹「桃太郎」でおじいさんが
刈りにいったもの

❺旧暦６月の異称
❽赤、青、黄、鮮やかな――
の花々が咲いている

10渋谷駅前の待ち合わせ場所
として有名な忠犬――像

11長女から見た次女や三女
13父の日に――をこめてプレ
ゼントを送った

15生の魚介などを薄く切った
料理

17木の根と枝のあいだ
19オニ、テッポウなどの種類
がある花

❶漢字では紫陽花と書く花
❹肌にできないように日焼け
止めを塗りました

❻剣道の試合のとき頭につけ
ます

❼植物を分厚い本にはさんで
作ることも

❾１年を基準としたときの３
カ月

11inと表記する長さの単位
12神棚に供える植物
14サイン、――、タンジェン
ト

16海の宝石とも呼ばれる生き
物

18――に交われば赤くなる
20６月10日は――の記念日で
す

21じょうろやホースでおこな
います

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

答え

Ｂ

21

17

18

19

20

14

15

16

12

13

９

10

11

６

７

８

１

２

３

４

４

５

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の

５名の方が当選しました。おめでとうございます。

４月号の答え ｢シバザクラ｣

[ハガキ記入例]
◆応募のきまり

•応募は１人につき１回有効です。

•紙面の都合により「みちのくぼいす」

に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合

も、パズルは抽選対象になります。

•当選発表を『ふれあい』６月号で行い

ます。あらかじめご了承ください。

◆応募先

•ハガキ…[記入例]をご参照ください。

•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp

•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り ５月22日(木)

※ 当日消印有効
ペンネームを使用する方は、

本名・ペンネーム両方とも

記入して下さい

パズルを解いて、さあ応募！パズルを解いて、さあ応募！

すてきな賞品をプレゼント

みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名

クロスワードパズル正解者の中から……５名

995-0011
85

住所の書き忘れにも
ご注意下さい！

①パズルの答え

②｢みちのくぼいす｣テ

ーマなどに関する身

近な話題、ご意見・

ご感想

③郵便番号・住所

④氏名・ペンネーム

⑤年齢

⑥性別

⑦電話番号
•山ちゃんさん（村山市）

•チャラ男さん（村山市）

•孫大好きじいじさん（尾花沢市）

•田舎の美人さん（村山市）

•美味しいもの大好きなぽんちゃんさん（尾花沢市）

今
回
の
テ
ー
マ

◆
毎
月
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

｢私
の
お
す
す
め
｣
で
す
。

み
な
さ
ん
が
お
勧
め
し
た
い
イ

チ
押
し
の
料
理
、
店
、
場
所
、
農

畜
産
物
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

｢わ
が
家
の
家
庭
菜
園
｣

テ
ー
マ
大
賞

⬇ タテのカギ ➡ ヨコのカギ

85
円
に

な
り
ま
し
た

ル ビ コ シ ミ ノ

ム シ ヤ ヒ ザ シ

シ ン チ エ コ

タ ピ オ カ ネ コ

コ ク ゴ ヒ バ リ

オ カ ラ ス イ

イ ト ウ ブ ツ ボ

種
苗
の

知
ら
ぬ
名
の
名
札
見
つ
け
て
は

植
え
て
楽
し
み

家
庭
菜
園

(
村
山
市
／
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る

さ
ん
)

家
庭
菜
園
に
め
ず
ら
し
き
種
苗
を
植
え
て
食
べ
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
最
近
、
ト

マ
ト
ひ
と
つ
と
っ
て
も
た
く
さ
ん
の
種
類
の
苗
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

（

ち
が
早
く
大
き
く
育
つ
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
早
播
き
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
も
播
き
、

人
よ
り
早
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い

る
白
い
ウ
ル
イ
が
大
好
き
で
す
。
シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
し
た
食
感
で
少
し
辛
子
を
た

ら
し
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
去
年
埋
め
て

お
い
た
雪
の
下
の
キ
ャ
ベ
ツ
も
掘
り
起

こ
し
て
、
漬
物
、
炒
め
物
に
。
今
高
い

の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

(村
山
市
／
ユ
ッ
キ
ー

さ
ん
)

夏
野
菜
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
早
く

大
き
く
な
〜
れ
！

(大
阪
府
堺
市
／
た
ろ
や
ん

さ
ん
)

畑
は
あ
る
の
で
す
が
、
人
に
貸
し
た

り
除
草
剤
を
ま
い
て
も
ら
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
若
い
頃
は
作
る
人
が
い
た
の

で
「
こ
ん
な
に
い
ら
な
い
の
に
…
」
と

思
い
つ
つ
食
べ
て
い
ま
し
た
。
採
り
た

て
は
お
い
し
い
け
ど
作
れ
な
い
の
で
、

産
直
に
行
っ
て
見
て
買
っ
て
お
い
し
く

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(村
山
市
／
山
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

我
が
家
で
も
、
様
々
な
野
菜
を
育
て

て
い
る
。
小
さ
な
花
が
咲
き
、
そ
れ
が

元
気
な
野
菜
に
な
る
の
は
、
大
変
不
思

議
で
も
あ
る
。
朝
に
収
穫
し
た
新
鮮
な

キ
ュ
ウ
リ
に
、
味
噌
を
つ
け
て
食
す
る

の
が
最
高
の
贅
沢
と
思
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
今
年
こ
そ
野
菜
は
、
「
自
給
自

足
」
を
目
指
す
ぞ
！

(村
山
市
／
馬
耳
新
風

さ
ん
)

家
庭
菜
園
で
は
、
相
性
の
悪
い
組
み

合
わ
せ
の
寄
せ
植
え
や
連
作
に
注
意
し

て
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
相

性
の
悪
い
組
み
合
わ
せ
と
は
、
一
緒
に

植
え
る
こ
と
で
虫
が
つ
き
生
育
が
遅
れ

て
し
ま
っ
た
り
、
成
長
が
阻
害
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
で
す
。
相
性
の
悪
い
組
み

合
わ
せ
は
、
ト
マ
ト
と
じ
ゃ
が
い
も
、

カ
ボ
チ
ャ
と
き
ゅ
う
り
、
大
根
と
ネ
ギ
、

玉
ね
ぎ
と
イ
ン
ゲ
ン
、
ナ
ス
と
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
等
で
、
ナ
ス
科
と
ウ
リ
科
の
植

物
は
近
く
で
の
栽
培
は
避
け
た
方
が
良

い
と
書
物
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

(村
山
市
／
ス
ガ
ッ
チ

さ
ん
)

い
ろ
い
ろ
な
物
を
少
し
づ
つ
作
っ
て

い
ま
す
。
本
を
見
な
が
ら
の
作
業
な
の

で
中
々
う
ま
く
出
来
ま
せ
ん
。
で
も
、

さ
つ
ま
い
も
、
里
芋
は
「
お
い
し
か
っ

た
よ
」
と
言
わ
れ
、
今
年
も
頑
張
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

(村
山
市
／
ゆ
き
ち
ゃ
ん
２

さ
ん
)

春
に
は
く
き
だ
ち
を
採
り
耕
し
て
リ

セ
ッ
ト
し
ま
す
。
今
年
も
気
に
な
る
品

種
を
育
て
た
い
で
す
。
み
ん
な
で
食
べ

ら
れ
る
く
ら
い
収
穫
で
き
た
ら
い
い
な

ぁ
。
あ
と
は
天
候
に
恵
ま
れ
ま
す
よ
う

に
…

(村
山
市
／
チ
ャ
ラ
男

さ
ん
)

我
が
家
で
は
、
ナ
ス
、
き
ゅ
う
り
等

一
般
的
な
物
は
作
り
ま
す
が
、
長
芋
を

植
え
て
孫
と
一
緒
に
掘
る
の
が
楽
し
み

で
す
。
折
ら
な
い
で
掘
る
と
２
０
０
０

円
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
未
だ
成

功
者
が
出
ず
…
今
年
は
折
ら
な
い
で
掘

れ
る
か
な
？
買
っ
た
方
が
安
い
の
で
す

が
、
小
、
中
、
高
の
孫
達
や
娘
夫
婦
と

収
穫
し
た
長
芋
は
価
値
が
高
く
お
い
し

い
で
す
。

(尾
花
沢
市
／
孫
大
好
き
じ
い
じ

さ
ん
)

私
た
ち
の
家
の
庭
付
近
で
、
花
壇
を

作
っ
て
花
を
咲
か
せ
る
仕
事
を
、
た
ま

に
は
家
族
３
人
で
や
り
ま
す
。

(埼
玉
県
滑
川
町
／
Ｍ
．
Ｔ

さ
ん
)

血
液
型
の
せ
い
に
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
が
、
Ｏ
型
の
私
は
大
ざ
っ
ぱ
？
の
た

め
、
家
庭
菜
園
を
や
っ
て
も
う
ま
く
い

き
ま
せ
ん
。
野
菜
に
申
し
訳
な
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
他
の
生
産
者
が

作
っ
て
く
れ
た
も
の
を
買
っ
て
食
べ
る

の
が
一
番
で
す
ね
。

(愛
知
県
岡
崎
市
／
あ
ふ
が
ん

さ
ん
)

他
県
で
は
食
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る

菊
の
花
。
夏
野
菜
が
終
わ
る
頃
に
花
を

咲
か
せ
、
一
輪
一
輪
摘
み
取
り
ま
す
。

さ
ら
に
花
び
ら
を
散
ら
す
の
は
手
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
爽
や
か
な
食
感
と
心

地
好
い
苦
み
が
癖
に
な
り
ま
す
。
今
年

も
株
分
け
を
し
て
育
て
よ
う
と
思
い
ま

す
。

(村
山
市
／
の
ぶ
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

も
う
何
年
に
な
る
か
「
オ
カ
ワ
カ

メ
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。
冬
、
寒
さ
に

弱
い
の
で
置
く
場
所
は
植
木
鉢
に
入
れ

て
仏
壇
の
間
に
。
見
る
人
が
見
る
と
び

っ
く
り
で
す
よ
ね
。
今
年
も
外
に
よ
う

や
く
出
し
て
収
穫
予
定
で
す
。
身
体
に

良
い
そ
う
な
の
で
…

(大
石
田
町
／
快
の
じ
い
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

今
年
も
楽
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
日
々
を
思
い
つ
つ
、

窓
か
ら
ま
だ
耕
さ
れ
な
い
畑
を
見
て
は
、

去
年
は
あ
そ
こ
に
あ
れ
を
植
え
た
か
ら

今
年
は
何
を
植
え
る
か
と
め
ぐ
ら
せ
て

い
ま
す
。
野
菜
の
育
ち
も
早
い
が
、
雑

草
も
負
け
じ
と
頑
張
り
、
年
々
除
草
に

追
い
つ
け
な
く
な
り
ま
す
。
特
に
き
ゅ

う
り
、
ト
マ
ト
、
な
す
の
収
穫
が
楽
し
み

で
す
。

(村
山
市
／
コ
ロ
コ
ロ
ヒ
ロ

さ
ん
)

備
蓄
米
の
放
出
が
あ
り
ま
し
た
が
、

米
価
格
の
引
き
下
げ
効
果
は
芳
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
小
麦
と
の
価
格
差
縮
小
や
、

輸
入
米
の
拡
大
が
想
定
さ
れ
る
中
、
国

産
米
の
米
離
れ
が
ま
す
ま
す
加
速
す
る

の
で
は
と
、
危
惧
し
て
い
ま
す
。

(京
都
府
京
都
市
／
サ
ラ
ダ

さ
ん
)

仕
事
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
し
た
が
、

夕
食
後
に
ほ
っ
と
一
息
つ
き
な
が
ら
、

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
み
ち
の
く
ぼ
い
す

も
共
感
す
る
も
の
が
多
く
、
し
み
じ
み

し
ま
し
た
。

(尾
花
沢
市
／

美
味
し
い
も
の
大
好
き
な
ぽ
ん
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

４
月
は
何
か
と
忙
し
く
過
ぎ
ま
す

ね
！
わ
か
れ
も
、
出
会
い
も
‼
農
作
業

も
つ
ぎ
か
ら
次
と
！
健
康
に
気
を
つ
け

て
頑
張
り
た
い
で
す

(村
山
市
／
田
舎
の
美
人

さ
ん
)

毎
回
楽
し
み
に
見
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

(大
石
田
町
／
あ
お
い
大
好
き
ば
あ
ば

さ
ん
)

い
つ
も
広
報
誌
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
で
楽
し
ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ボ
ケ
防
止
に
良
い
と
思
っ
て
頑
張
っ
て

や
っ
て
い
ま
す
。
解
い
て
答
え
応
募
す

る
の
が
楽
し
み
で
す
。

(東
京
都
あ
き
る
野
市
／
Ｙ
ｕ
じ

さ
ん
)

楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。

(滋
賀
県
米
原
市
／
ｓ
ｂ

さ
ん
)

わ
が
家
で
は
全
部
お
父
さ
ん
が
植
え

て
く
れ
ま
す
。
私
は
収
穫
の
み
で
す
。

お
父
さ
ん
に
感
謝
！

(村
山
市
／
ピ
ー
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

我
が
家
で
は
、
夫
が
雪
が
融
け
る
と

ハ
ウ
ス
に
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
て
く
き
た

朝
採
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
は
格

別
の
美
味
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
防
草

シ
ー
ト
や
防
虫
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
身

体
に
良
い
野
菜
を
と
考
え
て
作
っ
て

い
ま
す
が
、
昨
年
は
葉
が
変
形
変
色

し
て
し
ま
っ
た
り
、
実
が
不
揃
い
だ

っ
た
り
、
思
う
よ
う
に
収
穫
で
き
な

か
っ
た
野
菜
も
あ
り
ま
し
た
。
整
枝

の
仕
方
や
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
、

連
作
障
害
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に

付
け
な
が
ら
、
改
め
て
奥
が
深
い
な

あ
と
考
え
る
日
々
で
し
た
。
自
然
が

相
手
な
の
で
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
毎
日
畑
に
行
き
生
長
を
観
る

の
が
楽
し
み
で
生
き
が
い
で
も
あ
り

ま
す
。
（
尾
花
沢
市
／
め
い
さ
や

さ
ん
)

Ａ

)

Ｅ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

桜
咲
き

奥
山
瑛
二
歌
謡
シ
ョ
ウ

忘
れ
て
な
い
よ

秋
保
の
約
束

(
尾
花
沢
市
／
白
い
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア

さ
ん
)

亡
き
父
の

パ
ジ
ャ
マ
我
に
は
短
け
れ
ど

一
周
忌
の
春
風
は
優
し
く

(
村
山
市
／
の
ぶ
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

ま
ぶ
し
陽
に

庭
の
椿
も

春
を
つ
げ

(
村
山
市
／
コ
ロ
コ
ロ
ヒ
ロ

さ
ん
)



どなたでもお気軽にご相談くださいどなたでもお気軽にご相談ください



各コースのご案内各コースのご案内各コースのご案内各コースのご案内

お知らせ掲示板お知らせ掲示板

産直会新規会員募集！産直会新規会員募集！理事会だより理事会理事会だよりだより

ＪＡみちのく村山ＪＡみちのく村山
第30回通常総代会のお知らせ第30回通常総代会のお知らせ

｢健康経営優良法人｣ として｢健康経営優良法人｣ として
認定されました認定されました

職場見学会のご案内職場見学会のご案内

基本コース基本コース

月８回月８回
宅配お届け回数宅配お届け回数

各１ヶ月各１ヶ月

ほのぼのほのぼの (１〜２人用)(１〜２人用)

16,20016,200 円円
(税込)(税込)

家族構成に合わせ、素材を中心に魚と肉・副菜など、バランスを重視した家族構成に合わせ、素材を中心に魚と肉・副菜など、バランスを重視した

食材を４品お届けします。ご家庭の味を楽しみたい方にオススメです。食材を４品お届けします。ご家庭の味を楽しみたい方にオススメです。

ラクまるコースラクまるコース 各１ヶ月各１ヶ月

短時間の調理であっという間にできあがる、簡単便利な短時間の調理であっという間にできあがる、簡単便利な

商品をお届けします。忙しい方にピッタリです。商品をお届けします。忙しい方にピッタリです。

《１人用》《１人用》

だんらんだんらん (３〜４人用)(３〜４人用)

25,92025,920 円円
(税込)(税込)

なごやかなごやか (５〜６人用)(５〜６人用)

34,56034,560 円円
(税込)(税込)

13,80013,800 円円
(税込)(税込)

《２人用》《２人用》

16,80016,800 円円
(税込)(税込)


